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１．はじめに
　新潟県中央部に位置する加茂町は、昭和29年（1954
年）３月に南蒲原郡下条村を編入して市政施行し、同
年11月には中蒲原郡七谷村、昭和30年（1955年）11月に
は中蒲原郡須田村を編入し、加茂川全流域を包含する
県央の中核都市の一つとして発展して来た。近隣の商
都である三条市や金属加工業の集積地として知られる
燕市に対して、三方を山々に囲まれた農林業や木工の
盛んな地域である。農家の副業から始まった織物産業
や食品加工業は、 穏健かつ勤勉な市民性とともによく
知られている。　
　戦後復興期の加茂町は、加茂農林高等学校定時制、
青年師範学校、加茂暁星高等学校定時制、農村工業指
導所、加茂経営伝習農場、木工試験場等の青年教育機
関に恵まれていた反面、公民館は町立図書館に併設さ
れるに止まっていた。
　戦後の教育改革は、平等で公平な単線型の教育制度
の実現と、教師による主体的な教育課程編成を目標と
していた。しかし、それだけでは、憲法に掲げられた「民
主的で文化的な国家を建設して、世界の平和と人類の
福祉に貢献する」ことは難しく、すべての国民があら
ゆる機会、あらゆる場所を利用して、自ら実際生活に
即する文化的教養を高めることが不可欠であり、社会
教育の力に俟つところが大きかった。そのための拠点
として構想されたのが地域の公民館であり、「単なる
社会教育機関にとどまらず、まちづくり、むらづくり
のセンターとしての役割を担うもの」１）であった。
　戦後の新教育運動は、こうした新しい教育の精神を
学校教育において内面化し、民主主義を実現すること
を目標としていた。それと同時に、社会教育において
は、学校以外の場面で住民の実際生活に根ざした本物
の学習を目指すものであった。だが、これほど青年期
教育に熱心であった加茂町で、公民館が図書館への併
設に止まり、本格的な設置・運営となるまでに時間を
要したのは何故であろうか。
　本稿では、この点に着目して、戦前期からの加茂町
青年期教育の歩みを検証し、戦後復興期の新教育運動
の本質と社会教育発展との関わりについて考察する。
２．加茂町の学校における青年期教育
　戦後復興期の加茂町に存在した中・高等教育機関の
うち、教育の機会均等実現に寄与し、青年期教育普及
に貢献した３つの教育機関について見てみよう。
2.1 加茂農林学校の教育
　県立加茂農林高等学校の前身である加茂農林学校は、
農業大県である新潟の大きな期待を担って明治36年
（1903年）に設立された。開校当初から高等農林学校昇
格を念頭に校舎や各種施設を設備したと言われ、優秀
な教官を揃え、当時の中等学校の水準を遙かに超えた
教育を行っていた。
　熊本藩重臣の家に生まれ、横井湘南の学風を受けて
育った初代校長赤星朝暉は、東京帝国大学農科大学を
卒業した新進の農学士で、農学とともに漢学の素養も
深い、学徳ともに優れた教育者であった。加茂農林学
校の建学の精神は、ケンブリッジ・オックスフォード
大学に範をとり、校舎は東大農学部、寄宿舎は一高に
倣って設計されたという２）。赤星の教育方針は、教室
の学問と農場の実習による勤労の実践と、寄宿舎の生
活訓練による品性の陶冶とを一体とした人間形成であ
り、その教育は単なる職業教育ではなく、農村の指導
者たる智徳と行動力を兼ね備えた人格識見の確立を目
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指す全人教育であった。
　加茂農林学校は、静岡の中泉農学校、愛知の安城農
林学校とともに日本三大農学校と呼ばれたが、「高尚
な品性と信義を重んずる人物を養成する校風によって
教育が行われ（中略）試験の際も巡視の必要もないので、
他校から来た先生は驚くほどであった」３）と言う。世
に言う加茂農林学校の「青海精神」と合わせ、在校生
に「天下の加茂農林」としての誇りと自覚を育んだ。
　大正11年（1922年）には、新潟県立農業補習学校教員
養成所が併設され、校長以下全職員が兼務する形で農
村勤労青年教育の指導者養成の任に当たっていた。戦
前期における加茂農林学校は単なる実業学校ではなく、
農村の中堅青年を養成する、地域を代表する中等学校
であったのである。
　加茂農林学校は戦時中の昭和20年（1945年）２月に新
潟県立農林専門学校に昇格し、生徒募集を停止したが、
戦後の新制高校創設に伴い存続することになった。昭
和23年（1948年）４月には、新制高校発足に伴い新潟県
立加茂農林高等学校となり、定時制課程が開設され、
農業課程と普通課程の教育を行った。
　開設されたばかりの加茂農林高等学校定時制課程（普
通科）に通っていたAさんに話を伺った。
・昭和10年に小学校に入学して、卒業してからはそこ
にあった青年学校に行っていたんです。戦争が終わっ
て、青年学校にも行かなくなって、うちを手伝ってた。
農家の末っ子だし、どこかに働きに出ようと思った
が、どっこも使ってくれない。そうこうしているう
ちに、加茂農林に定時制ができるということになった。
これだなと思って一か八かやってみる決心をした。 
・定時制高校は高校とは言っても、元の加茂農林の寄
宿舎を直して教室にしたもので、押し入れも付いた
まんまで、ここで４年間過ごしました。普通科と農
業科があって、私は普通科で二期生でした。はじめ
は80人ぐらい入学したけれどぼろぼろ辞めていって、
最後12、3人だったです。勤め人の生徒が大半で、
定時に上がって来られていいなあと思っていました。 
・自分は、朝「山へ行く」と言われても、４時半には
（学校に）上がる支度をして行かなければならない。
帰るのに１時間かかるのに、「オイ、これ持ってけ」
と必ず上がり荷に薪をしょわされる。戻ってまんま
（ご飯）喰って、靴なんてないから下駄をこうげてい
くが、20分では（学校に）行かれなかったです。いっ
つも遅刻。行かれない日もあって、お恥ずかしいこ
とですが、人より何ヶ月も余計にかかって卒業した
んです。
・そんなものですが、定時制に通っている時分から声
がかかって、代用教員になってくれという話があっ
た。小学校の教頭先生から依頼があって、そうして
親にも説得されて、卒業後の昭和27年、28年と雪中
分校の代用教員として採用されました。その頃は他
には、村松の大平にも分教場がありました。12月、
１月、２月、３月の４ヶ月しかない冬季分校で月俸
3,800円。「雪中分校助教諭を命ずる」という辞令を
もらった。後で聞いたが、どうも村会議員だった人
が私（が一生懸命なところ）を見ていて役場に推薦し
てくれたらしいです。なっでも分からんかったけど、
夢中でやりました。
・それから何年か経って、役場に入ったんです。いろ
んな課に入って、40年間役所勤めしました。役場に
勤め、全うできたのは定時制行って資格取ったおか
げです。あれがあったから40年も勤めてこられた。
昔（戦前）だったら、定時制だったって加茂農林なん
かに行かれるわけがなかった。ありがたいことです。
　加茂農林学校は、新潟県を代表する農学校であり、
学問を志す農村青年にとっては憧れの存在であった。
しかし、当初から農専昇格を念頭に作られ、全寮制を
布いていた加茂農林に進学できるのは、一部の恵まれ
た家庭の子弟に限られていた。この意味で定時制課程
の設置は、この学校が広く農村の中堅青年を養成する、
本当に地域の青年のための中等学校になるきっかけに
なったと言える。
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2.2 青年師範学校と青年学校
　郷村の指導者たる中堅青年の養成を目標に掲げてい
た加茂農林学校には、大正11年（1922年）から県立農業
補習学校教員養成所が併置されていた。実業補習学校
は、小学校の校舎・備品を借りて、日曜日や夜間、季
節の授業を以て修身、読書、習字、算術などの各教科
の他、工業、商業、農業、水産など土地の事情に応じ
た実業教育を行うもので、尋常小学校を卒えて働く勤
労青年に教育の機会を与える取り組みであった。
　『新潟縣南蒲原郡是附調査書』には、「實業補習學校
ト地方産業トハ密接相離ルヘカラス」４）、「補習敎育
ト義務敎育トハ宛モ唇齒輔車ノ關係ヲ有シ義務敎育ノ
効果ハ補習敎育ヲ俟ツテ持續シ補習敎育ノ發達ハ義務
敎育ニ立脚スヘク兩様呼應スルニ非サレハ共ニ健全ナ
ル發達ハ得テ望ムヘカラス」５）として、地域・産業発
展と青年の健全な成長発達の見地から、系統的な方法
で青年子女の指導に努めることの必要性が指摘されて
いた。
　実業補習学校は、昭和10年（1935年）の「青年学校
令」をもって新たに青年学校として発足した。昭和14
年（1939年）からは男子について就学が義務付けられ、
加茂農林学校内に併置されていた県立農業補習学校教
員養成所は、県立青年学校教員養成所に改められた。
昭和19年（1944年）には「師範教育令」改正をもって官
立に移管され、修業年限を三ヶ年とした「新潟青年師
範学校」が設立された。青年師範学校の教育は、加茂
農林学校の教授陣が兼務し、徹底した指導者教育が行
われていた。昭和20年（1945年）４月には、各学年とも
男子部80名、女子部40名に拡充され、新潟師範学校、
高田師範学校と並ぶ規模へと発展した。 
　青年学校は、青年を対象とした社会教育の修養機関
と位置付けられ、青年団と不離一体に運営され、地域
青年の生活指導全般を担当していた。全青年の80パー
セント余が在学する青年学校は、戦前期における勤労
青年の主たる教育機関であり、農村の労働力として期
待された青年達にとっては、働きながら学べる準中等
教育機関の役割を果たしていた。 
　昭和18年（1943年）春にこの学校に入学したＢさんか
らお話しを伺った。
・中学校を卒業した昭和16年（1941年）に、東京の会社
に入社し、工場付属の青年学校の指導員をしていた。
指導員と言っても事務員みたいなもので、ここでは
高等工業（高専）を出た方やベテランの職工が工業科
目を教えていた。その後、地元に戻って青年学校の
指導員をしていたが、昭和18年（1943年）４月に、新
潟青年学校教員養成所に入った。昭和19年（1944年）
に青年師範学校と改称された。
・青年学校教員養成所は１クラスのみの募集で、青年
師範になってから２クラス70名程度に増やされた。
専任教授陣もおり、教育原理や教育心理（小島先生）
も学んでいた。音楽の時間になると嘱託の先生が来た。
・落ち着いて勉強できたのは最初の一年で、昭和19年
（1944年）になると栄村や北海道空知への勤労動員が
主であった。昭和20年（1945年）５月には徴兵猶予が
廃止され新発田の教育隊に集められ訓練を受けてい
るうちに終戦となった。復員してから、一週間か、
二週間の急ごしらえの勉強があり、昭和20年（1945年）
９月付けで卒業ということになった。
・当時は１級免とか２級免の区別はなく、青年師範の
免許は今の小学校と同様「全教科」を教えられるも
のであった。戦後の免許切り替えで「中学校職業」、
「中学校理科」の各２級免になった。女子部（女子青
年師範）の人達だと「家庭科」になったようだ。
・昭和19年には「加茂青年学校」や「三条青年学校」
もでき、専任教員を揃えて昼間部の授業を行ってい
た。青年学校に進む生徒達はそこを最終学歴と考え
ており、授業では、稲作や農産加工など相当な程度
のことを教えていた。農業や裁縫など、本当に実際
に「役に立つ」内容であった。６）
　青年学校は、勤労青年が仕事の傍ら夜間等の時間を
利用して学ぶ社会教育であり、学制改革によって新た
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に創設された「新制高等学校定時制課程」という学校
教育に、実質的に引き継がれたと見ることができる。
その一方で、公民館の構想が文部省社会教育局で進め
られていた当初、青年学校内に公民館を設置し、館長
は原則として青年学校長が兼ね、青年学校職員を公民
館主事とし、青年学校と公民館を真に不離一体として
運営し、地域青年学校を村の文化教育の中心機関たる
「公民館」として立ち上がらせることが計画された７）
と言う。この構想は実現しなかったが、青年教育にお
ける青年学校教育の比重が際立って高かった本県の戦
後教育に、大きな影響を与えたと考えられる８）。
　加茂町は、その青年学校の教員を養成する新潟青年
師範学校が置かれていた所である。その加茂町公民館
の本格的な開設に時間を要したことと、この文部省の
青年学校公民館化構想との間に何か関係があったのだ
ろうか。
2.3 加茂朝学校と加茂暁星高等学校定時制
　加茂町の青年期教育のもう一つの大きな柱が、曹洞
宗大昌寺内に創設された朝学校に始まる加茂暁星高等
学校定時制である。
　加茂暁星高等学校は、大正９年（1920年）９月、曹洞
宗大昌寺住職西村大串が、草深い越後の地に住む勤労
青年たちに、禅の修業を通して教育を施すため、大昌
寺内に加茂朝学校を創設したのが始まりである。当初、
加茂朝学会とも呼ばれたこの学校は、普通の学校とは
趣を異にし、「一心に只だ身を学問にゆだねる事ので
きない人達が只だ僅かなる朝の時間に読書修養に志ざ
す」９）独特のものであった。
　大昌寺が暁鐘を鳴らす早朝４時から本堂に集まった
青年たちは静座の後、６時半まで国語、英語、数学、
地理、珠算などの授業を受け、各々の職場に向かうの
である。大昌寺は、明治36年（1903年）に開校発足した
加茂農林学校の仮校舎としても使われた、加茂青年教
育発祥の地であった。
　幼少の頃に大昌寺に小僧として預けられた大串は、
新潟中学林を経て禅僧として修養を積み、京北中学校、
金沢第四高等学校を経て、東京帝国大学で英文学を学
んだ。卒業後は曹洞宗大学、京北中、成蹊実務学校等
で教鞭を執り、師弟同行による人格鍛錬を行う朝学校
創立の計画を温めていったのである。 
　加茂朝学校の創設に当たって、発足から大正15年
（1926年）に維持会が出来るまでの間に、総計4,200円
という当時としては巨額の資金を援助したのが、地元
の資産家で加茂町青年会長の市川辰雄である。市川の
協力の下、青年会の組織を使って生徒募集が進められ、
大串自身も加茂町青年会第一支会長に就任した。大串
の「子弟同行による青年の人格鍛錬の学校、青年道場
を開く」との計画に賛同した加茂町青年会が、朝学校
の母体となったのである10）。創設当時の朝学校生徒は、
17歳から20歳の勤労青年が中心であり、青年に対する
社会教育作興・通俗教育の色彩が強いものであったと
言える。
　朝学校の教務室にはデンマークの大教育者であり、
国民高等学校の父として有名なグルンドウィッヒの肖
像が掲げられていた。大串は「デンマークの国民教育
が各国に冠絶し、その公民教育が列国の模範となって
いることは、まったく人格教育によっているからであ
ります。」11）として、この教育と教育理想を高く評価
していた。デンマークの国民高等学校は、各地の農村
に設けられた非義務制の一種の青年学校で、教師と生
徒の生活の一体化を重視した、いわば朝学校の原型の
ような学校であった。 
　加茂朝学校は次第に発展し、大正15年（1926年）には
私立中等学校（各種学校）として認可された。これを機
に、授業時間を延長し、早朝に加えて夜間に１時間半
の授業を実施することとし、寄宿舎を以て青年の人格
教育に当たることになった。昭和12年（1937年）には、
文部省から「専門学校入学者検定規定」による指定を
受け、上級学校への入学に際して、中学校卒業生と同
等の資格を得たのである。
　昭和18年（1943年）には中等学校令によって加茂朝中
学校と改称し、昭和23年（1948年）には新制高校の発足
に伴って加茂高等学校として認可され、定時制普通科
の募集が始まり、昭和25年（1950年）から加茂暁星高校
と改称した。
　加茂朝学校と大昌寺禅林との関係は新制高校定時制
に移行してからも続いており、生徒達は学校に宿泊し
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つつ禅林生とともに朝晩の授業を受けていた。加茂暁
星高等学校定時制は、戦後も全国的にも極めて珍しい、
特色ある青年教育を行っていたのである。
３．加茂町の社会教育・社会的教育
3.1 青年会・青年団
　実業補習学校や青年学校などの社会教育は、明治か
ら大正時代にかけて広まった夜学会のような、青年達
の自発的な学習・修養会から発展したものが多い。
　大正時代の加茂朝学校創立当時に、会員数300人を
数えた加茂町青年会は、弁論大会や陸上競技会、試作
田の経営、公共事業への勤労奉仕、講演会、農業技術
指導、旅行、軍事視察などを行っていた12）。日本の近
代化に伴い各地に結成された青年会は、こうした活発
な学習活動を展開していた。
　民力涵養運動が推進される中で、青年夜学会などの
青年会の自主的な学習活動の多くは、全国的に急速に
小学校に併設された実業補習学校へと再編されていっ
た。青年師範学校の卒業生が担当する青年学校の多く
は、各集落の青年会の行っていた農閑期夜学会を、小
学校教員が指導していたことを端緒とするものである。
加茂町においては、八幡の二五会や、七谷村青年協会、
中大谷青年会「至誠会」等があり、長瀬神社奉納相撲
や補習教育、青年弁論大会、公共事業への勤労奉仕な
ど活発に活動していた13）。これらの青年会は、加茂青
年会に統合され、戦時中は青年団に組織されていった。
　加茂町青年会は、加茂朝学校や婦人会等と共催で、
講話会や活動写真などを盛んに行い、町民や他市町村
の人達を大勢集めたが、こうした通俗教育は戦時下で
次第に勢いを失っていった14）。結局、青年会や青年団
の「社会教育」に関する部分は閑却され、それが息を
吹き返すのは戦後の民主青年団の再結成を待たねばな
らなかった。
　以下は、猿毛青年団員であったＣさんの話である。
・猿毛は猿毛に夜学校というのがあってね。三間半と
六間くらいの広さがあってね。勉強と娑婆の流れを
教えたとこらがね。学校上がってから集会場に行く
と、火に当たれやと会長や副会長が勧めるから前に
出て（火に）当たると、「なあ、何で当たった。」と言
われ、そこから修行なんだ。それじゃあ世間じゃ通
らねえと。
・ 青年会は太鼓（寄せ太鼓）が鳴って、まんまく（食）
てると鳴って、ああ何だ今日は青年会の付け休めだ
か、ってならんだ。集会場に行くと夜学校に先輩が
居て、世の中の道理とか、土地の流れの勉強とかあっ
て、あの時分は新聞とか巷のニュースを読むんだ。
朝日がモノ（内容）がいいんだっていうことを言ってね。
・秋になれば東舎（狭口分校）で農産品評会があって、
大根から穀類までどうしたって一年に一回はあんだ。
うちは豆と小豆が品評会に出すとなると、特別栽培
して。カリ気がないとダメらんだ。普通と違って天
日干しはしないで中（屋内）に干して、金紙と銀紙と
赤と（賞を）もらうんだ。
・終戦後になって初めてみんな戻って来て。勤労動員
とか軍隊から復員して来て、27人も28人もなって、
10月１日が秋の大祭で盆踊りがあって、そこで初め
て「あーっ」てなって。それが（戦後）初めてだね。
婦人会も一緒になってあー盛り上がった。
・百姓の仕事が割に合ったのは昭和25年（1950年）くら
いまでで、その後になると勤め人の方がずっと（給
料を）もらえるようになって、段々と青年団よりもそっ
が忙しくなったみたいらの。婦人会とかが盛んになっ
て（農家の）女のもんが出掛けられるようになるのは
大分後だったこってさ。
・猿毛の青年会が使っていた集会所は、戦前に自分達
で労力奉仕して作ったもんだったが、戦後はそれを
住宅に欲しいと言うもんがいて、それを譲って。戦
後は今度役場から山の木をもらって、それを切り出
すのは青年団が労力奉仕した。
・そこでも講話や映写会をやったが、東舎（狭口分校）
の運動場（体育館）ですることが多かった。でも公民
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館の看板は掛かってなかったな。
　昭和27年（1954年） に狭口分校が普通教室を増築し、
体育館を模様替えした際に、一部を改造して「青年文
庫」を設けたという15）。Ｃさんによると、狭口分校の
用務員室には本箱があって、簡易図書館のようになっ
ていて、放課後などに児童が本を読んでいたそうであ
る。戦後になってようやく青年文庫が開設され、青年
達の利用が始まり、社会教育が町の隅々へと普及し始
めた様子が窺われる。
3.2 農村工業指導所
　加茂農林学校には、昭和16年（1941年）５月から、農
家の副業を振興し、農村に根ざした工業の育成と農村
工業技術者養成を目的とした「新潟県立農村工業指導
所」も併設されていた。初代所長は、加茂農林学校の
一期生であり、赤星朝暉校長の教育理念と理論の最も
純粋な体現者と言われた有本誠作であった。
　戦時中の昭和17年（1942年）と18年（1943年）にこの農
村工業指導所で学んでいたＤさんの話である。
・自分は、当時は青年学校の教諭をしていて、検定で
農業の免許を取ったんだが、夏休みとか冬休みにな
ると時間が取れるもんだから、そこを狙って加茂の
旅館に泊まり込んで、10日間くらいの講習に通った。
・人数は30人か40人くらいで、九州とか東北とか全国
から習いに来ていた。加茂農林は元々が4年生の中
等学校で、他と比べて最初から1年余計に勉強する
わけだし、勉強でも運動でもそれは強かった。
・その頃は代用食とか粉食とかの勉強を習って、村に
帰って青年学校の生徒や地区の者に教えた。たとえ
ば馬鈴薯の粉を使ったうどんの作り方とか、どうやっ
て代用品で醤油とか味噌とかを作るとか。
　農村工業指導所は、戦後は食品産業の技術指導に比
重を移し、昭和33年（1958年）には食品研究所と改称し
た。全国的に名高い新潟の米菓は、業界の若手達が集
り、会社の枠を越えて一致団結し、食品研究所の指導
の下に研究を重ねた結果である。こうした技術的成果
を業界全体で共有したところに今日の米菓産業発展の
契機があった。それは食品研究所が主導したものであっ
た16）が、その根底には、農村の生活改善を目指す農村
工業所の理念があったと考えられる。
　加茂農林学校は、農業を通した青年の薫陶と農村・
農村生活の改善に大きな役割を果たしていたが、2.2
に述べた青年師範学校に加え、この農村工業指導所を
通して広く全県の青年に新しい技術や思想を伝えてい
たのである。
3.3 経営伝習農場と木工試験場　
　経営伝習農場は、農業に従事しようとする青年や現
に就農している青年を対象とする農村青年教育施設の
一つである。この教育は、農村青年の「後期中等教育
にかかわる教育として重要な意味をもち、且つ継続的
に行われ、組織化の高い教育施設」17）である。
　経営伝習農場の大部分は昭和９年頃の農村更生事業
の一環として農村中堅人物の養成を目的として設置さ
れた農民道場である修練農場である。18）加茂町の経営
伝習農場も、昭和25年（1950年）に長岡の農民道場出身
職員と、農村工業指導所出身職員を合わせ農村工業指
導所の営農科として陣ヶ峰に発足した19）。働きつつ学
ぶ、生活しつつ経験するという農場教育を通して、「逞
しい健康、すぐれた技術、科学的な思考力、美わしい
協同性を啓培せられ軈
やが
て帰村後は明るく輝かしい自信
と飽くまで農民としての生活に誇りを持ち得る心身気
鋭（ママ）の青少年を養成する」20）ことを目標にしていた。
　経営伝習農場は、中学校卒業後20歳までの青年を対
象とした全寮制の教育を特色としていた。修業期間は
一ヶ年であるが、農村の青少年クラブ（４Ｈクラブ）の
中核者養成も目標としており、卒業した「伝習生」達
は、地域の指導者として活躍している。
　加茂町には、昭和４年（1929年）から新潟県木工試験
場加茂支所が設置されており、木材利用の研究と、木
漆工業振興を狙って実地指導・講習と技能者養成を
行っていた。昭和18年（1943年）には、加茂支所を拡充
して本場とされた。東京の航空機工場に勤務していた
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Ｅさんは、戦後加茂に戻ると木工試験場に奉職したが、
当時は物資が不足していて鏡台など一晩で５面も作る
職人がおり、作れば売れる状態で教える方も教わる方
も技能の向上に熱心だったと言う。
3.4 図書館と公民館と青年学級
　昭和23年（1948年）から加茂町立図書館に併設されて
いた加茂町の公民館は、昭和25年（1950年）４月に公民
館運営委員が決まり、昭和26年（1951年）３月に専任館
長が任命され、公民館の趣旨普及を目的として種々の
事業を開始した21）。
　戦後社会教育の中心施設である公民館は、戦後間も
ない昭和21年（1946年）４月に行われた第１回公民教育
指導者講習会における佐藤得二社会教育局長の講演の
中で、その構想が明らかにされた22）。昭和21年（1946年）
７月５日の文部次官通牒「公民館の設置運営について」
（発社122号）が出されると、国庫補助がなく経費全額
が地方自治体の負担であるにも関わらず、全国各地で
急速に公民館が設置されていった。
　加茂町においては、既に明治39年（1906年）に加茂第
一尋常小学校内に町立図書館が開設されており、昭和
16年（1941年）には加茂町本町の地に、独立の施設とし
て新築がなされている。これは加茂町出身で日本図書
館協会会長であった坪谷善四郎の寄贈・寄付によるも
ので、県下でも早期の開設であった。
　加茂町の公民館は、この図書館二階の一般閲覧室を
用いて開設され、図書館員全員が公民館員を兼務する
という県下でも珍しい特色ある運営を行っていた23）。
公民館の中核事業である青年学級は、昭和28年（1953
年）４月末日からの開設である。毎週水曜と土曜の夜
７時から各２時間、国語、英語、簿記、電気の通年学
習を行うものであった。当時、この講座に通っていた
Fさんによると、定時制高校に通っている人も簿記や
電気の講座を聴きに来ているなど盛況であったと言う。
簿記は男女共修で、この他に女子向けの裁縫の授業も
あり、100時間以上聴くと修了証がもらえたが、週２
回の講座で140時間を聞くのは「なかなか大変だった」
そうである。
　こうした講座は、他にも西小学校を会場にした加茂
新田定期講座（和裁・洋裁）で延べ516時間、1,706人参
加や、狭口分教場を会場にした狭口青年学級（生け花、
和裁、家庭、作法、一般教養、簿記、珠算、農業）延
べ384時間、1,536人参加など、活発に行われていた24）。
　加茂西小学校に併設されていた加茂西分館の青年学
級に通って、和裁を習っていたＧさんから話を伺った。
・昭和29年（1954年）に中学校を卒業した。農家の長女
で、下に弟たちが一杯いた。同級生は42、3人だっ
たが高校に行ったのは一人だけ。男でも加茂農林の
定時制か暁星の定時制に行ければ良い方で、女の人
は行かれなかった。兄弟が集まると、その話になっ
て「また姉ちゃんの（愚痴）が始まった。」と言われる。
・当時は娯楽が無く、山島でもどこでも女の子は嫁入
りの準備としてみんな和裁に通っていた。加茂西で
は、他の小学校等でもやっていたが、公民館の青年
学級は補助があるのでお金（月謝）が無料だったし、
婦人会も後押ししてたので、特に人数が多かった。
西小の先生で田村先生に習った。その前だと大野ハ
ル先生だった。和裁教室は11月に始まって、３月ま
でだけど、本気で和裁を覚えようという人より、冬
過ごしの人も多かった。
・自分が習ったのは結婚前で昭和30年頃のこと。大勢
習っていた。集まることが楽しかった。稲刈りが終
わって秋になるとそろっと開講するんだが、藁打ち
が済むまでは出させてもらえない。行きたくて行き
たくて。当時は機械もなかったし、体の小さい自分
のような者でも（労働力として）当てにされているか
ら。農家の娘が家から自由に出ることはできなくて、
青年団の芝居がある時とか、和裁教室とかだと堂々
と出られたから、（早く行きたい一心で）一生懸命働
いた。
・途中から和裁だけじゃねえということになって、先
生が週一回金曜日に草月流の生け花を教えてくれる
ことになった。弟たちや近所の子ども達も小学校に
居るから、時々学芸会の様子を見にいったり、ドッ
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ジボールをしたりもした。
・当時は女が生計を立てるなら針仕事とかしかなかっ
たし、第一嫁入りまでに何とかタンスに一杯着物を
縫わなきゃならなかった。修了式には自分で縫った
着物を着て出席して、写真を撮ってもらった。
　加茂西小校区では、大正14年（1925年）から婦人会が
団結し、地区の重立の後援で、冬季裁縫講習会の設置
を請願していた。加茂町議会の議決を経て県の認可を
受け、同年の冬から「加茂町西部裁縫補習学校」が開
設されていた25）。加茂西小学校には高等科が無かった
が、通学距離の関係で、本校の加茂小学校高等科や実
科高等女学校に地区の女子全てを収容することも難し
く、こうした教育を求める声が大きかったのである。
実業補習学校は社会教育に位置づけられており、戦後
は公民館の青年学級事業に引き継がれたのである。
　以上、青年会・青年団と農村工業指導所、経営伝習
農場、木工試験場といった学校以外の社会教育団体や
教育研究機関、図書館、公民館等の状況について概観
した。期間や形態は様々であるが、農業や農産加工、
木工といった加茂町の産業に即したかなり高度な青年
期教育があったこと、多様な社会教育があったこと、
多様な社会教育があったことが分かった。当時の青年
達の様子を頭に入れた上で、加茂町の青年期教育の特
質について考えてみよう。
４．加茂町における青年期教育の特質
4.1 学校と各種施設主導の教育
　加茂町は優れた識見の人物・教育者に恵まれ、主と
して学校や施設を中心とした青年の育成が行われてい
た。小さな町のことでもあり、その教授陣は互いに授
業を引き受けており、学校や施設は別であっても物理
的・精神的な距離も近く、実質的には一体となって加
茂町の青年教育に当たっていたと見ることができる。
　学校で行われている教育、いわゆるフォーマルエデュ
ケーションに対して、公民館講座や経営伝習農場・農
村工業指導所・木工試験場等で行われている学校以外
の教育、ノンフォーマルエデュケーションは社会教育
と呼ばれている。
　加茂町で行われていた青年教育は、加茂農林学校や
加茂朝学校を中心とした学校教育が主導した面が大き
く、その意味では厳密には社会教育とは言えない。し
かし、両校とも経営伝習農場等と同じく寄宿舎を用い
た子弟同行による全人教育・人格陶冶を旨としてお
り、特色ある教育課程と相まって、修業期間中のイン
フォーマルな教育が、在籍中の青年達の自己形成に与
えた影響は大きいと考えられる。
　Ｇさんが通っていた加茂西公民館主催の和裁の青年
学級も、基本的には猿毛のＣさんの青年会・青年団の
場合と同様、地域の社会教育団体や青年達を応援する
ことでインフォーマルな学びを支えていたということ
である。一見、学校や施設が主導したように見えるが
そうではないところが加茂町社会教育の特色である。
4.2 行政との連携、図書館と一体の公民館
　戦前期において加茂町長を務めた市川辰雄は、加茂
町青年会長であり、加茂朝学校の大応援者であった。
戦後、加茂町長を経て、初代加茂市長となり昭和29年
（1954年）から昭和38年（1963年）までの三期を務めた金
田綱雄は、加茂朝学校一期生総代であった。金田は加
茂町青年会員として朝学校発足に立ち会い、大正12年
（1923年）春に朝学校を卒業後も、学校に留まって教鞭
を執り、西村大串校長の片腕として20年余りの長きに
渡って青年教育に当たった人である。昭和38年（1963
年）から金田の後を引き継いだ吉田巌加茂市長も、加
茂農林学校の教員・校長経験を持っていた26）。
　加茂町中央公民館初代館長の小松辰蔵も、加茂南小
校長を経ての就任であり、加茂町の青年期教育は行政
の面でも学校教育関係者との関わりが強いと言える。
　前述した通り、公民館運動が始まったのは、戦後間
もなくの昭和21年（1946年）７月からであるが、本県で
は昭和24年（1949年）６月には福岡、佐賀両県に次いで、
全国３位の公民館設置率を達成し、公民館を中心とす
る社会教育体制が確立していった。加茂町の公民館が
専任館長を迎えた昭和26年（1951年）には、全国の市町
村の公民館設置率は平均で57パーセント余りに対し
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て、本県は388市町村に対して公民館数は402館と100
パーセントを超えていた。
　しかし、その実態は、役場の社会教育課の一角に机
があるだけとか、地区の集会所の名前を変えただけで
専任の職員がいない「看板公民館」と呼ばれるものが
多かった。こうした「館なき公民館」の中にあって、
図書館の中に併置され、館長以下、全図書館職員が公
民館職員を兼務する加茂町の事例は、極めて稀な事例
であった。では、何故このような運営が可能であった
のだろうか。
4.3 加茂町立図書館後援会
　現在の加茂市立図書館の入り口には、加茂町出身で
東京市市議会議員となり、図書館の建設・普及に尽力
した坪谷善四郎の胸像が置かれている。明治39年（1906
年）に坪谷の寄付を元に、加茂第一尋常小学校内に開
設された加茂町立図書館は、県内最古の公立図書館の
一つである27）。大昌寺、加茂南小学校を経て、本町の
旧市川邸の位置に本格的な図書館が新築開館したのは
昭和16年（1941年）４月10日のことであった。
　明治39年（1906年）の坪谷の寄付とは、金壱一千円相
当の図書であり、昭和16年（1941年）の新館建設は坪谷
からの壱万円の寄付を元にしたものであった。加茂町
の図書館は、先覚者であり郷土の偉人である坪谷善四
郎の、郷里の若者に読書欲を充たさせてやりたい一心
から出たものと思われるが、運営資金が不足し、図書
の補充・館外貸し出しもままならない状態であった。
　そこで酒井館長が熟慮の上で会員を募って加茂町立
図書館後援会を結成したのが、新館開館から一年後の
昭和17年（1942年）のことであった。18歳以上の加茂町
在住の同好の有志から金３円の会費を募り、これを図
書購入費に充てる。一年後にはその本を図書館に寄贈
してもらう代わりに、後援会員には図書の館外貸し出
しを認めるというものであった。
　その後、何度かの評議会を経て、図書館と図書館後
援会が共同で後援会や研究会等の文化事業を開催する
ことになった。当初の目的を拡大し、町の文化運動を
催し、併せて図書館と後援会の発展に資することにし
たのである。当初156名であった後援会員数は、昭和
23年（1948年）には1,186名となり、文字通り図書館の
強力な後援会であり、加茂町の文化活動に多大な貢献
を行っていた28）。　
　しかし、加茂町立図書館後援会は、図書館法（昭和
25年４月30日法律第第118号）の制定を受けて、昭和26
年（1951年）３月を以て発展的に解消された。図書館法
17条には、「公立図書館は、入館料その他図書館資料
の利用に対するいかなる対価をも徴収してはならない。」
との規定があり、その効力を発するのが昭和26年（1951
年）４月１日であったのである。
　加茂町立図書館後援会会員であった、Ｉさんに話を
伺った。
・私が小学校の頃に、今の北越銀行のところに図書館
が開館した。この当時このような立派な図書館は他
に無かったが、蔵書は意外に少なかった。この図書
館が出来た時、自分は小学５年生で、開館日に並ん
だら一人一人にあめ玉をもらった。図書館というも
のを初めて知った。
・自分はもっぱら受験用の参考書を借りるのに使って
いた。数学の参考書などが結構あった。でも後援会
の会員にならないと借りられないので、母親にね
だってお金をもらって入った29）。でも自分の同級生
でもこの会員に入っていたのは他には一人しか知ら
ない。（学生の会員は）あまり多くは無かった。戦時
中も通っていた。この時点ではあまり公民館のよう
な活動はしていなかった。
・戦後も通った。昭和20年（1945年）から昭和22年（1947
年）の３月まで。 今度は民主主義のせいか、展覧会
や前進座の芝居もあった。展覧会は、長岡生まれの
画家、佐藤哲三の展覧会で、大勢人が来ていた。前
進座の方は、たしか演目は、真船豊の『寒鴨』だっ
た。（あの頃は）コミセンも文化会館も無かった。正
に文化センターだった。
　加茂町の公民館が開設された加茂町立図書館は、戦
後、GHQ（連合国軍総司令部）の民間情報教育局CIEか
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ら新潟県の指定分館とされた県内でも有数の図書館の
一つであった。それだけに、文化的なレベルが高く、
公民館の本質に適った、図書館を背景とした公民館な
らではの教養講座や娯楽を提供したと言える。 
　Ｉさんの聞き取りから、戦後復興期の加茂町立図書
館では、公民館とは名乗っていなかったものの、事実
上の公民館活動が展開されていたものと考えられる。
Ｉさんは加茂町立図書館に公民館が併設された昭和23
年（1948年）の春には就職で加茂を離れたのであるが、
この併設期の公民館活動は、図書館後援会の全面的な
協力のもとで運営されていたと見るのが妥当であろう。
　加茂町立図書館後援会の会長が、初代公民館館長に
任命された小松辰蔵であり、同会理事の鶴巻廣喜が公
民館主事になるなど、図書館後援会の主要な役員が、
公民館の運営審議委員に選ばれているのがその根拠で
ある30）。
５．まとめ
　公民館を中心とする新しい社会教育の構想は、戦後
間もない昭和21年（1946年）初めに、文部省社会教育局
で進められていたという。それは、「地方靑年學校を
われ等の町、われ等の村の文化教養の中心機關「公民
館」として立上がらせようという計画」であり、「全
國どこにもある靑年学校内に設置、ここを映寫館、博
物館、産業指導所、公會堂などをかねた文化團体本部
ともいへる機關にしてこの施設を町村民が公民として
の自覚にもとづいて自主的に維持運営していくもので、
特にこれからの靑年學校の運営とは眞に不離一体の關
係におくやうにする」としていた31）。 
　農業大県である新潟県では、青年達は村の貴重な労
働力として期待されており、働きながら学ぶ勤労青年
達の主たる教育機関として、青年学校の比重は極めて
高かった。社会教育たる青年学校が中心となって公民
館を組織し、青年学校の職員が社会教育主事として青
年学校と一体となって地域の各種団体の指導運営に当
たるという本構想は実現しなかった。しかし、敗戦の
混乱と欠乏の中で公民館の正式な発足は遅れたが、加
茂農林や加茂暁星高校の各定時制課程は勿論、図書館
をはじめ、加茂町にある学校以外の各施設の教育が、
よく社会教育の代替機能を果たしたのである。
　西村大串は昭和22年（1947年）10月８日に、県知事公
舎において新潟行幸中の天皇陛下に進講する機会を得
たが、その題目は『社会教化について』であった。そ
の冒頭で「私は社会教化について奏上することになっ
ておりますが、社会教育の一部青年教育について私の
経営しております朝学校を通じて申し上げます」と述
べていた。戦後の学制改革によって青年学校は廃止さ
れたが、加茂町の青年教育機関は、設立の経緯から概
して社会教育的性格を強く帯びていたのである。
　この時、同じく進講した中に、加茂農林学校一期生
の有本誠作もいた。有本は卒業後、加茂農林学校で教
鞭を執り、初代校長赤星朝暉の学風を最も純粋に受け
継いだ人物であった。加茂農林学校もまた、教師の率
先垂範・子弟常往座臥、共同生活による教師と生徒の
人格接触といった英国式の学風を旨とし、天下に人材
を輩出していた。
　人生の理想に燃える青年期の教育は、学校と実社会
との間を結ぶ、勝れて社会的な教育でなければならな
い。加茂町の青年期教育は、その何れもがこうした社
会教育的な気風を備えており、そこから行政に関わる
者が多く出ているのが大きな特色と言える。
　西村大串は、「学は業のためにあり、業又学でなけ
ればならないのである。然るに現今の教育は、学は只
だ学として存在し、徒に形式と虚飾とに流れてその内
容と実質と云ふ事を忘れて居る」32）と述べている。
　民主主義の実現を目指す新教育運動の中で、これほ
ど青年教育機関に恵まれていた加茂町が公民館の設置
に慎重を期したのは、こうした実質を重視する伝統故
のことであろう。
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